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用されていた InGaAsP 半導体レーザーを 1.55μ





















































































100Ｇbpsの JIH（Japan Information Highway）の運























TPC-3 840M 9070 1989 日本（千倉）、米国（グアム、ハワイ） 








NPC 420M 30000 1990 日本（三浦）、米国（パシフィックシティ、セワード） 
APC 1.68G 7500 1993 日本（宮崎、三浦）、台湾（頭城）、香港、マレイシア、シンガポール 





R-J-K 1.12G 1715 1995 日本（直江津）、ロシア（ナホトカ）、韓国（釜山） 
H-J-K 560M 4600 1990 日本（千倉）、韓国（済州島）、香港 
C-JFO
SK 
560M 1250 1993 
日本（宮崎）、中国（ナンホイ） 












PC-1 160G 20900 2000 日本（阿字ヶ浦、志摩）、米国（ノーマ・ビーチ、トロ・クリーク） 
China- 
USCN 






































































































































































































































図表 7 光通信システムの伝送容量の推移 
 
（日経エレクトロニクス 1月 29日号 p153図１に掲載された
データを基に科学技術動向研究センターで作成） 
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